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永
禄
十
一
年
（
１
５
６
７
年
）

正
月
廿
日
、
菱
刈
・
相
良
連
合
軍

（
菱
刈
軍
と
略
す
）
は
、
羽
月
の

堂
崎
原
に
兵
三
千
余
り
を
出
陣
さ

せ
、
島
津
軍
の
本
陣
馬
越
城
の
動

き
を
窺
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
義

弘
は
、
僅
か
三
百
余
り
の
兵
を
率

い
て
、
堂
崎
原
に
向
か
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
菱
刈
軍
は
、
相
良

の
将
、
別
府
安
芸
守
等
に
指
揮

さ
せ
優
位
に
戦
い
を
進
め
た
。
義

弘
軍
は
、
苦
戦
に
陥
り
防
ぎ
な
が

ら
、
花
北
の
飛
田
瀬
ま
で
退
却
し

た
。
こ
の
時
、
島
津
の
将
川
上
左

近
将
監
久
朗
と
相
良
の
将
別
府
安

芸
守
の
一
騎
打
ち
が
始
ま
っ
た
が

勝
敗
は
仲
々
決
し
難
か
っ
た
。
こ

島
津
軍
の
菱
刈
侵
攻

島
津
軍
の
菱
刈
侵
攻

中
編
中
編

（（
菱
刈
・
相
良
連
合
軍
の
反
撃

菱
刈
・
相
良
連
合
軍
の
反
撃
））

（
参
考
資
料
）

・・
旧
記
雑
録
後
編
一

167
～
230
ペ
ー
ジ

・・
旧
記
雑
録
拾
遺

忠
元
勲
功
記

・・
大
口
郷
土
誌

上
巻

・・
菱
刈
町
郷
土
誌

改
定
版

の
有
様
を
見
た
義
弘
は
、
自
ら
弓

を
取
っ
て
別
府
安
芸
守
を
射
殺
し

た
。
川
上
左
近
将
監
久
朗
も
七
創

を
受
け
、
二
月
三
日
に
死
亡
し
た
。

義
弘
は
、
殿
軍
と
な
り
下
手
羽
作

の
瀬
ま
で
退
却
し
た
が
、
敵
の
追

撃
が
早
く
、
こ
こ
に
於
い
て
両
軍

ま
た
相
挑
み
て
血
戦
し
、
死
傷
す

る
も
の
数
知
れ
ず
、
流
血
飛
ん
で

義
弘
の
鎧
も
血
に
染
ま
っ
た
。
義

弘
は
、
馬
越
城
か
ら
の
援
軍
に
助

け
ら
れ
、
曽
木
城
に
逃
げ
た
。
忠

元
は
、
市
山
城
守
備
の
た
め
こ
の

戦
い
に
は
出
陣
し
て
い
な
い
。
こ

の
一
連
の
戦
い
は
、『
堂
崎
原
の

戦
い
』『
飛
田
瀬
の
戦
い
』『
羽
作

の
瀬
の
戦
い
』
と
戦
い
の
場
所
毎

に
名
称
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
一
連
の
戦
い
は
、
義
弘
の
戦

い
の
中
で
、『
関
ヶ
原
の
戦
い
』・

新
納
忠
元
物
語

四

伊
佐
市
立
菱
刈
郷
土
資
料
館

指
導
員

原
田
純
一

『
朝
鮮
で
の
泗
川
の
戦
い
』
と
共

に
、『
三
大
血
戦
』
の
一
つ
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

同
年
二
月
廿
八
日
、
忠
元
は
、

市
山
城
で
の
戦
略
会
議
を
終
え
、

本
陣
に
帰
る
武
将
を
見
送
っ
た
後
、

小
苗
代
薬
師
堂
に
参
詣
し
板
壁

に
「
牡
丹
の
花
の
下
で
眠
っ
て
い

る
か
の
よ
う
な
猫
の
本
心
は
、
花

を
求
め
て
飛
ぶ
蝶
を
狙
っ
て
い
る

の
だ
」
と
い
う
詩
を
書
い
て
い
る

時
、
菱
刈
軍
に
不
意
に
襲
わ
れ
鑓

疵
を
負
い
、
市
山
城
か
ら
の
援
軍

に
助
け
ら
れ
や
っ
と
逃
げ
か
え
っ

た
。
こ
の
戦
い
は
、『
小
苗
代
原

薬
師
堂
の
戦
い
』
と
呼
ば
れ
て
い

る
。同

年
三
月
廿
三
日
、
入
来
院
・

祁
答
院
・
東
郷
の
渋
谷
一
族
が
、

宮
原
景
種
・
佐
多
久
政
等
が
守
る

曽
木
城
を
攻
撃
。
更
に
、
市
山
の

永
福
寺
周
辺
ま
で
侵
攻
し
、
新
納

忠
元
勢
と
交
戦
し
て
い
る
。
こ
の

曽
木
城
攻
撃
に
対
抗
し
て
同
年
五

月
に
は
、
樺
山
忠
助
等
の
島
津
軍

が
菱
刈
軍
へ
の
援
軍
を
絶
つ
た
め

祁
答
院
氏
の
守
る
長
野
城
（
現
在
の
さ

つ
ま
町
永
野
）
を
攻
略
し
て
い
る
。

同
年
八
月
に
は
菱
刈
軍
が
、
再
度
堂

崎
原
に
進
軍
し
、
島
津
軍
の
羽
月
城
と

曽
木
城
の
連
携
を
塞
ぐ
作
戦
を
と
っ

た
。
更
に
日
向
三
之
山
（
現
在
の
小
林

市
）
の
伊
東
勢
が
、
飯
野
に
侵
攻
し
た

為
、
義
弘
は
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
飯

野
に
帰
っ
た
。
菱
刈
軍
は
、
此
の
隙
を

突
い
て
、
田
中
の
重
留
川
上
流
ま
で
侵

攻
し
た
。

長
引
く
戦
い
に
両
軍
は
厭
き
て
、
島

津
日
新
斎
（
忠
良
）
が
、
山
野
を
相
良

氏
に
割
譲
す
る
条
件
で
和
睦
の
提
案
を

し
た
が
、
同
年
十
二
月
十
三
日
に
忠
良

が
没
し
て
、
和
睦
は
中
断
す
る
が
、
永

禄
十
二
年
（
１
５
６
９
年
）
正
月
、い
っ

た
ん
和
睦
が
成
立
し
た
。

☆
次
回
は
『
島
津
軍
の
菱
刈
侵
攻

後
編
』
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